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甲
賀
消
防
か
ら
の

お
し
ら
せ

問い合わせ

甲賀広域行政組合消防本部　☎63-7930／ 63-7940

火災 救急 救助 その他
甲賀市 12 570 7 38
前年比 +5 ▲3 ▲6 +16

平成28年甲賀消防管内における各種災害の発生件数� （2月末現在）

『山火事予防！』
　山火事は春先に多く発生しています。これは、
降雨量が少なく空気が乾燥し、強風の中、野焼
きが行われたり、行楽や山菜取りで入山者が増
えることによると考えられます。山火事のほとん
どは人間の不注意によって起きています。山に
おいて発生した火災は延焼しやすく、大規模な
火災に発展し、社会に甚大な影響を与えかねま
せん。私たち一人ひとりが火の取り扱いに注意

し、山火事を未然に防止することで貴重な森林
を守ることができます。山火事は一瞬のうちに
大切な財産を消失させる災害です。皆様のご協
力をお願いします。
1枯草などのある場所ではたき火をしない。
2たき火や野焼きをするときは消防署に届ける。
3強風や空気が乾燥しているときはたき火や野焼きをしない。
4タバコの火は必ず消し、絶対に投げ捨てない。
5火遊びはしない。
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甲
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史
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課

☎
８
６‐８
０
２
６
／

８
６‐８
２
１
６ ▲�『西川家文書』にある、長束

正家のものとみられる花
か

押
おう

。 ▲大溝城から運ばれたとみられる瓦

問い合わせ

（一社）水口岡山城の会
☎０７０‐５５０９‐４６４６／ ６５‐２３４６
観光企画推進室 ☎６５‐０７０８／ ６３‐４０８７

問い合わせ

観光企画推進室　☎６５‐０７０８／ ６３‐４０８７
ガイドについてのお問い合わせ
甲賀市観光協会　☎６０‐２６９０
信楽町観光協会　☎８２‐２３４５

　４月１６日１７日の２
日間、古城山西の丸
に巨大なお城バルー
ンが出現します。

　期間中、１７日には古城山山頂で阿
あ
迦
か
之
の
宮
みや
例祭が

行われ、壮大なお城の姿と合わせて春のイベント
シーズンの幕開けを華々しく飾ります。
　夜にはライトアップや花火の打ち上げも行われ、
古城山に幻想的な城の姿が浮かび上がります。
　また、これに合わせてフォトコンテストも開催され
ます。

よみがえれ水口岡山城
２０１６

　詳細は（一社）水口岡山城の会ホームページ
（http://okayamajyo.com/）をご覧ください。

　甲賀市観光ボランティアガイド連絡協議会が、「白洲正
子の歩いた甲賀路」と題したガイドマップを作成しました。
　随筆家　白洲正子さんの随筆『かくれ里』や『近

お う み
江

山
さんがしょう
河抄』などに登場する名所・旧跡や文化財を紹介し、

甲賀の魅力を再発見できる内容です。
【配布場所】
観光企画推進室、甲賀
市観光協会、信楽伝
統産業会館（信楽町観
光協会）、甲賀市ひと・
まち街道交流館、土山
サービスエリア、道の
駅あいの土山など

観光ガイドマップ

「白
し ら

洲
す

正
ま さ

子
こ

の
歩いた甲賀路」
	 	 が完成

ボランティアガイド募集中
　観光協会ではボランティアガイ
ドを随時募集しています。
　歴史やエピソードを知り、普段
見慣れている場所の魅力に気付く
感動を、ともに味わいませんか。
　詳しくはお問い合わせください。

▲�完成したマップを持つ
ボランティアガイド

18平成 28年 4月1日19 平成 28年 4月1日


